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明
治
時
代
農
村
手
工
業
白
首
長

一
六

明
治
時
代
農
村
手
工
業
ジ〉

長

堀

江

一一
μ

μ
Pし

蔵

/'1' 

"にE

幕
末
の
開
港
、
明
治
維
新
に
件
ふ
諸
制
度
の
揖
変
革
、
維
新
後
の
念
蓮
在
る
資
本
主
義
経
済
の
褒
速
は
、
農
村
経
済
に
多
大
の
影
響

を
及
ぼ
し
た
。
封
建
枇
舎
の
基
礎
構
浩
で
あ
っ
た
農
村
経
済
が
維
新
後
資
本
主
義
社
舎
の
如
何
友
る
構
造
部
分
を
成
ず
に
至
っ
た
か

に
就
て
は
設
必
や
し
も
一
で
は
左
い
。

一
一
次
の
論
者
は
、
農
村
は
依
然
と
し
て
封
建
的
経
済
鰻
制
を
維
持
し
、
之
を
不
可
分
の
橋
治

部
分
と
し
て
日
本
資
本
主
義
は
成
立
し
議
長
し
た
と
悲
し
、
ま
た
他
の
一
抵
の
論
者
は
、
農
村
経
済
も
他
の
産
業
部
門
の
安
本
主
義

的
愛
建
に
癒
じ
て
資
本
主
義
化
し
た
と
設
〈
。
か
t
h

る
論
議
に
封
す
る
批
評
は
姑
く
措
く
も
、
維
新
後
の
農
村
経
済
が
前
代
の
そ
れ

に
比
し
て
大
い
左
る
麗
質
を
・
な
し
た
と
と
は
誰
し
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
る
ら
そ
そ
の
紛
人
質
を
一
言
に
し
て
述
べ
る
た
ら
ぽ
、
農
家

経
済
が
高
度
に
商
品
経
済
化
し
、
同
時
に
農
業
労
働
力
が
一
部
分
工
業
務
働
力
化
し
、

と
の
こ
商
を
過
と
で
資
本
主
義
経
消
と
聯
繋

し
て
、
そ
の
関
係
頗
る
緊
密
の
度
を
加
へ
で
来
た
こ
と
で
る
る
ロ

右
の
商
品
経
済
化
は
如
何
に
し
て
設
建
し
た
か
。
そ
れ
は
一
方
に
於
て
農
産
物
が
生
産
者
に
よ
ワ
て
直
接
に
商
品
牝
せ
ら
る
ふ
に

至
っ
た
と
と
、
他
方
に
於
て
農
家
の
自
家
用
手
工
業
が
表
類
し
て
自
給
粧
品
阿
鰹
制
が
可
な
り
の
程
度
に
破
壊
さ
る
L
に
至
っ
た
こ
と

に
基
〈
。



事

顧
ふ
に
徳
川
時
代
に
於
て
は
、
大
量
的
に
需
要
せ
ら
る
L

日
常
生
活
用
品
の
生
産
は
、
欧
羅
巴
中
世
に
於
け
る
が
如
く
都
市
的
で

は
な
く
て
旧
合
的
で
あ
う
た
っ
却
ち
農
村
で
は
棉
花
や
麻
を
栽
培
し
て
布
を
織
り
、
質
を
飼
う
て
生
綜
を
授
き
、
葉
叶
肢
を
作
っ
て
藍

玉
を
製
し
、
甘
酢
い
を
栽
培
し
て
砂
糖
を
搾
り
、
菜
穫
を
作
っ
て
油
を
取
り
、
櫨
・
漆
木
を
栽
卑
し
て
蝋
・
髪
付
油
を
裂
し
、
橋
・
三

植
を
栽
培
し
て
紙
を
抄
い
て
ゐ
た
。
そ
の
行
は
れ
た
地
理
的
範
閏
は
意
想
外
に
庚
〈
、
例
へ
ば
暖
閣
の
青
物
た
る
べ
き
砂
糖
の
製
造

は
近
畿
以
西
の
各
地
は
勿
論
闘
東
地
方
で
も
行
は
れ
て
居
り
、
経
玉
の
製
造
も
蓮
〈
東
北
地
方
に
於
て
さ
へ
行
は
れ
て
ゐ
た
。
共
他

の
も
の
は
殆
ど
全
国
的
で
あ
っ
た
と
稀
し
で
も
差
支
へ
芯
く
、
棉
花
の
産
せ
ざ
る
北
陸
・
東
北
地
方
で
は
、
中
園
地
方
よ
り
棉
花
を

移
入
し
て
之
を
紡
ぎ
織
物
の
原
料
に
供
し
て
ゐ
た

か
i
h

る
手
工
業
製
品
は
全
部
が
自
家
用
に
供
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
は
勿
論
友

ぃ
。
自
家
用
に
刑
判
れ
る
も
の
は
商
品
と
し
で
版
資
せ
ら
れ
た
っ
否
宮
γ

ら
版
震
に
供
ず
る
目
的
を
以
て
製
し
、

一
部
を
白
家
用
に
枇
い
ず

る
が
如
き
判
明
合
も
ん
4
J
F
F
/
J
た。

ま
た
阿
ピ
木
綿
純
物
で
も
各
地
に
ヰ
ム
L
R

む
特
産
物
が
恋
り

叫
叫
川
忍
限
り
に
於
て
そ
め
I

同
口
開
化
の
何

λ

判

に
は
穎
著
左
る
も
の
が
あ
っ
た
。

併
し
乍
ら
全
般
的
に
見
て
、
農
家
経
済
に
於
て
は
此
等
の
手
工
業
製
品
を
自
給
す
る
部
面
が
頗
る
大
で
あ
っ
た
。

こ
の
事
は
首
時

の
最
大
の
商
品
で
あ
る
米
が
大
部
分
封
建
領
主
を
通
じ
て
商
品
化
せ
ら
れ
、
農
家
が
そ
の
商
品
化
に
興
る
割
合
が
少
友
か
っ
た
こ
と

h
A

相
倹
っ
て
、
農
家
経
済
の
商
品
経
済
化
を
甚
だ
し
く
阻
止
し
て
ゐ
た
3

然
る
に
維
新
後
か
a
A

る
事
情
は
念
漣
に
愛
化
し
た
。
以
下

農
村
に
於
け
る
千
工
業
が
如
何
に
消
長
し
た
か
を
見
、

こ
の
黙
よ
り
し
て
右
の
商
品
経
済
化
の
一
端
を
窺
は
う
。

一一
農
村
手
工
業
の
，
茨
頬
事
情

明
治
時
代
農
村
手
工
業
の
消
長

ー/、



明
治
時
代
農
村
手
工
業
白
消
長

ノ、

四

先
づ
本
頃
に
於
て
は
徳
川
時
代
に
存
せ
し
農
村
手
工
業
の
う
ち
、
紘
新
後
表
額
過
程
を
辿
れ
る
も
の
を
、
そ
の
諸
原
凶
に
つ
い
て

説
明
し
よ
う
。

い
ふ
・
と
こ
ろ
の
諸
原
閣
は
そ
の
一
つ
が
草
猫
に
作
用
し
た
も
の
で
た
い
こ
と
は
い
ふ
迄
も
な
い
が
、
説
明
の
促
JE
上

之
を
一
二
二
に
八
刀
つ

E
と
与
す
る
。

(
イ
)

産
業
政
策
の
料
換

徳
川
時
代
山
崎
務
の
子
工
業
は
、
そ
れ
が
都
市
の
も
の
で
あ
れ
農
村
の
も
の
で
あ
れ
、

に
ご
」
寸
二
一
一

ギ
i
b判
↓
1

の
川
河

av一
受
け
E
ゐ
介
一
。

そ
の
保
法
の
目
的
が
手
工
業
者
佐
山
口
山
内
な
ら
し
め
以
て
一
同
の
ruh
川
を
附
加
す
る
と
い
ふ
と
と
よ
け
も
、
耐
一
白

ろ
直
接
に
落
財
政
を
豊
か
な
ら
し
め
ん
と
す
る
に
あ
っ
た
こ
と
は
い
ふ
迄
も
な
い
が
、
兎
も
角
も
一
定
の
保
護
方
針
並
に
保
護
制
度

が
確
立
し
、

そ
の
下
に
於
て
手
工
業
は
存
立
・
設
展
を
途
げ
て
ゐ
た
。
然
る
に
維
新
後
産
業
政
策
の
方
針
は
原
則
的
意
味
に
於
て
白

由
放
任
の
方
向
へ
料
換
し
、
殊
に
際
経
世
間
脚
と
共
に
従
来
の
所
謂
保
議
政
策
は
止
へ
は
れ
て
、
或
は
金
融
の
注
が
断
た
れ
、
或
は
製
品

検
査
の
制
度
が
無
く
な
り
、
或
は
政
資
組
織
が
破
壊
さ
れ
る
た

E
、
要
す
る
に
生
辰
組
織
が
混
乱
に
陥
っ
た
。
之
に
よ
っ
て
打
鰹
を

受
け
た
農
村
手
工
業
は
少
く
泣
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
姫
路
木
綿
に
つ
き
「
興
業
意
見
」
(
明
治
十
七
年
成
稿
)
に
は
『
従
来
販
蓑

の
手
績
き
た
る
全
〈
荷
鵠
換
の
健
に
て
、
共
物
品
未
だ
由
民
捌
か
ざ
る
も
早
〈
既
に
七
分
の
金
瀬
を
得
、
次
同
の
仕
入
を
鵠
ナ
等
、
僅

か
の
資
金
を
備
へ
て
多
数
の
品
物
を
制
訳
出
し
得
べ
〈
、
加
之
、
務
取
之
が
取
締
を
た
し
、
品
位
能
く
乾
び
、
亦
販
責
高
に
於
て
も
年

-R

百
高
反
内
外
に
出
づ
る
を
以
て
、
大
に
市
揚
の
聾
債
を
悼
し
、
随
て
共
利
砂
か
ら
ざ
り
し
。
然
る
に
一
朝
荏
慣
廃
絶
以
来
は
、
各

自
営
業
上
匝
々
に
沙
り
、
共
製
粗
悪
に
流
れ
、
共
装
飾
等
も
一
定
せ
や
、
且
荷
物
大
に
減
じ
時
々
債
格
の
如
何
を
見
て
組
怠
す
る
の

景
況
に
付
き
、
東
京
市
揚
に
於
て
は
毎
時
尾
張
或
は
十
八
、
坂
製
産
の
綿
布
に
匡
倒
せ
ら
れ
、
共
利
条
僅
少
怒
る
の
み
な
ら
中
、
鏡
、
ふ
日
耳

慣
を
損
じ
、
動
も
す
れ
ば
損
毛
を
来
す
に
至
り
た
れ
ば
な
り
]
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
c

か
t
A

る
扶
態
は
皐
に
航
路
木
綿
の
み
に
止
ま
ら
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十
、
同
書
に
は
世
間
慣
廃
絶
に
伶
ふ
生
産
組
織
の
混
乱
が
農
村
手
工
業
に
如
何
な
る
打
撃
を
輿
へ
た
か
が
随
所
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

(

ロ

)

輸
入
口
問
の
歴
迫

併
し
乍
ら
生
産
組
織
は
新
し
き
経
済
組
織
の
下
に
於
て
そ
れ
に
通
牒
し
て
再
ぴ
整
備
さ
る
べ
き
も
の

で
あ
り
、
之
に
随
っ
て
手
工
業
も
恢
復
の
途
が
開
か
る
べ
き
害
で
あ
っ
た
。
併
し
そ
の
恢
復
が
遅
々
た
る
に
止
ま
り
又
は
不
可
能
に

終
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
に
就
て
は
、
他
に
重
大
な
る
原
因
が
あ
っ
た

3

そ
れ
は
同
種
。
又
は
同
一
山
市
誌
の
商
品
が
頗
る
低
廉
に
外

閣
か
ら
輸
入
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

幕
末
に
於
け
る
輸
入
品
の
大
宗
は
綿
機
物
・
毛
織
物
・
モ
綿
交
織
物
・
綿
綜
等
で
あ
っ
た
。
明
治
一
例
年
に
な
る
と
綿
製
品
の
鴨
入

は
鏡
、
、
大
と
な
り
、
之
に
砂
糖
・
銑
・
石
油
等
が
加
っ
た
。
そ
こ
で
党
づ
打
撃
を
川
添
っ
た
の
は
或
る
地
方
の
綿
布
製
織
業
で
あ
っ
て
、

前
用
者
に
は
栃
木
燃
の
質
問
木
綿
に
闘
し
↑
一
“
文
化

L

交
政
及
ぴ
一
ベ
保
年
聞
は
最
も
共
隆
盛
忠
一
似
め
、

毎
年
の
産
制
一
一
一
十
前
門
医
に
降
ら

ざ
り
し
が
、
豪
取
年
間
開
港
以
来
漸
次
洋
布
に
墜
せ
ら
れ
逐
年
其
産
額
を
減
じ
、
嘉
水
の
末
年
に
至
て
は
一
ヶ
年
産
額
十
二
高
反
に

上
ら
宇
。
明
治
十
四
年
に
は
僅
々
一
高
五
千
反
と
た
れ
り
。

其
表
類
も
亦
極
ま
れ
り
と
謂
ふ
ぺ
い
』

と
あ
る
。

同
様
の
絞
漣
は
富

山
・
鳥
取
・
島
根
諸
防
相
の
木
綿
業
に
就
て
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
殊
に
守
岡
山
懸
の
農
家
で
冬
季
の
徐
業
と
し
て
製
織
せ
ら
れ
、

新
川
木
綿
と
し
て
知
ら
れ
し
木
綿
が
、
往
時
の
年
産
額
百
高
反
よ
り
明
治
十
六
年
の
四
十
団
高
反
に
減
少
し
て
倫
ほ
販
路
開
け
ざ
る

欣
態
を
詳
細
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
前
漣
の
姫
路
木
綿
の
衰
頒
も
そ
の
重
要
な
要
閃
は
輸
入
綿
布
の
慶
迫
に
存
し
た
。

締
結
酬
の
輪
入
が
綿
織
物
の
衰
類
を
招
来
し
た
地
方
も
あ
っ
た
。
向
上
蓄
に
『
綿
布
は
松
山
飛
間
最
も
著
し
。
該
市
街
及
び
近
郷
の

小
民
は
概
ね
機
織
を
以
て
常
業
と
せ
り
。
宇
和
越
智
郡
の
如
き
も
亦
然
り
。
現
今
共
産
額
金
凡
司
令
四
十
七
八
高
闘
に
至
れ
り
。
然
る

に
唐
総
輸
入
以
来
共
使
用
上
に
便
利
な
る
と
、
且
債
の
低
廉
友
る
を
以
て
、
途
に
固
有
の
口
同
位
を
一
獲
し
、
震
に
世
上
の
信
用
を
失

明
治
時
代
農
村
手
工
業
の
消
長

一
六
王
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明
治
時
代
農
村
手
工
業
の
消
長

~ 

ノ、
ー』

ノ、

び
、
随
て
債
格
下
落
し
今
日
の
非
境
に
陥
れ
り
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
足
利
地
方
の
紋
物
支
は
総
入
綿
腕
の
使

用
に
よ
っ
て
却
っ
て
そ
の
繋
債
を
高
め
向
。
併
し
そ
の
裏
に
生
じ
た
子
工
的
綿
紘
紡
績
業
の
表
頚
を
忠
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
般
的
に
見
て
綿
布
の
輸
入
に
よ
っ
て
打
撃
を
蒙
っ
た
の
は
生
地
木
綿
叉
は
晒
木
鳩
の
製
織
業
で
あ
う
て
、
本
綿
製
織
業
全
部
が

同
様
の
運
命
を
辿
っ
た
わ
け
?
は
ιな
い
の
併
し
乍
ら
そ
れ
の
一
工
程
た
る
手
紡
綿
業
は
、
全
般
的
に
輸
入
綿
綜
に
よ
っ
て
甚
大
な
る

打
磐
を
蒙
っ
た
。
明
治
ニ
ト
年
以
我
凶
に
於
て
も
機
材
紡
械
業
が
勃
興
寸
る
や
、
印
私
ゆ
り
千
刺
繍
業
が
表
抗
の
念
吹
を
降
っ
て
行
ウ
た

こ
と
は
そ
の
前
に
総
入
綿
紛
の
一
座
迫
が
強
烈
左
り
し
結
果
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
は
日
清
戦
争
頃
に
は
拾
い
と
消
滅
し
た
。

こ
の
千
紡

綿
業
が
衰
類
し
消
滅
し
た
に
も
拘
ら
や
、

一
方
に
或
種
の
綿
織
業
が
存
綾
せ
る
こ
と
は
、
後
に
漣
ぶ
る
が
如
く
農
家
が
漸
次
商
へ
の

支
配
下
に
綿
布
の
賃
織
を
友
す
に
至
る
過
程
を
一
不
す
も
の
に
外
左
ら
た
い
。

輪
入
日
間
の
歴
迫
に
よ
る
農
村
手
工
業
の
衰
頚
に
関
し
て
は
「
興
業
意
児
」
に
は
更
に
突
の
如
き
も
の
が
単
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。

日
く
石

油
の
輸
入
に
よ
る
島
根
・
一
附
岡
・
大
分
・
岩
手
諸
膝
の
製
職
業
の
衰
類
、
砂
糖
の
輸
入
に
よ
る
康
島
・
愛
媛
(
讃
岐
了
大
分
・
熊
本

諸
牒
の
製
糖
業
の
表
類
、
織
の
輸
入
に
よ
る
島
根
臓
の
製
銭
業
の
衰
頚
等
。
此
等
は
み
な
多
少
と
も
に
農
家
の
子
工
業
で
あ
り
、
同

書
に
詳
記
せ
ざ
る
他
の
府
牒
の
同
一
手
工
業
も
同
様
の
影
響
を
蒙
っ
た
で
る
ら
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
た
い
。
同
書
編
纂
笛
時
に
は

未
だ
そ
の
影
響
を
感
ぜ
ざ
り
し
藍
玉
製
造
業
が
、
共
後
化
鳳
一
染
料
の
聡
入
に
よ
っ
て
念
濯
に
表
類
し
た
こ
と
は
言
を
要
せ
ざ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

「

ハ

)

生
産
の
機
織
化

締
村
肺
紡
績
の
機
械
化
が
輸
入
綿
締
と
の
協
力
に
於
て
、
農
村
の
手
紡
綿
業
を
衰
亡
に
蹄
せ
し
め
た
こ

と
は
上
に

一
言
し
た
が
、

生
産
の
機
織
化
に
よ
る
農
村
手
工
業
表
制
服
の
他
の
顕
著
な
例
と
し
て
は
製
紙
業
を
皐
け
る
三
と
が
出
来

330頁賞与'91告問書5j 169買1司書4) 



る
。
斯
業
に
於
て
は
幕
末
開
港
後
早
〈
も
手
工
的
工
場
工
業
が
現
は
れ
、
維
新
後
に
は
政
府
及
前
橋
維
の
模
範
て
揚
を
中
心
と
し
て

'
待
抽
叫
に
器
械
後
続
業
が
普
及
投
法
し
た
。

か
ミ
る
経
皆
の
大
規
模
化
は
、

い
ふ
迄
も
友
〈
口
叩
貨
の
統
一
あ
る
製
品
を
え
量
に
輸
出
す

る
必
要
に
麿
じ
た
も
の
?
あ
つ
で
、
師
叫
に
明
治
二
十
二
年
に
は
生
紙
綿
産
額
八
十
六
寓
七
千
貫
中
器
械
生
締
は
コ
十
五
寓
七
千
貫
を

出
め
、
残
り
五
卜
二
高
五
千
庄
の
庫
練
生
続
中
に
も
手
工
的
工
場
工
業
裂
口
聞
が
重
要
・
在
地
位
を
占
め
て
ゐ
た
。

と
の
経
営
の
た
規
模

化
の
過
程
は
い
ふ
迄
も
友
く
家
内
手
工
業
表
税
の
過
程
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
従
来
農
家
に
於
て
養
躍
と
品
珠
山
営
さ
れ
で
ゐ
た
製
総
菜

が
次
第
に
農
家
を
離
れ
、
農
家
は
山
早
友
る
繭
生
産
者
と
化
ず
る
過
程
で
あ
っ
た
。
勿
論
農
家
の
製
総
業
は
手
紡
綿
設
の
如
く
会
〈
表

頒
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
併
し
そ
れ
が
手
工
的
工
場
工
業
の
場
外
作
業
と
し
て
仔
績
を
維
持
し
、
農
家
の
婦
女
子
は
一
種

。

の
賃
持
働
者
と
也
し
た
場
合
が
・
7
y

わ
っ
た
で
あ
ら
う
ど
と
は
、
明
治
二
十
四
年
刊
行
の
「
前
惰
繁
昌
泡
一
内
記
事
に
よ
っ

τも
惟
富
市
せ

ら
れJ

;~I 

同
様
の
事
は
製
紙
業
に
就
て
も
見
ら
る
也
、
と
こ
み
で
る
っ
て
、
例
へ
ば
徳
島
田
柑
の
製
紙
業
に
闘
し
「
興
業
意
見
」
に
は
「
共
産
額
宇

紙
の
み
に
し
て
六
十
高
東
宇
田
仙
化
紙
等
十
五
六
高
束
許
り
た
り
し
に
、
維
新
以
来
共
方
法
(
薄
の
保
護
取
締
の
法
)
を
解
き
し
と
、
近

来
各
地
器
械
製
紙
債
廉
に
よ
り
、
肘
人
の
蒋
要
も
之
氏
傾
き
、
該
防
相
下
の
製
紙
笥
再
改
良
に
至
ら
や
』
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
，
此
外
明

治
末
年
に
な
る
と
機
械
製
粉
業
の
盛
岡
遣
に
よ
っ
て
農
村
に
於
け
る
水
車
製
粉
業
が
衰
頚
し
始
め
、
機
憐
的
醸
造
法
の
致
明
に
よ
っ
て

醤
油
の
自
家
醸
造
が
」
没
頭
し
た
。
更
に
-
庄
一
固
定
す
ぺ
き
も
の
に
化
製
肥
料
に
土
る
自
給
肥
料
の
表
畑
山
が
あ
る

d

農
務
局
編
「
農
業
経
済

事
情
に
闘
す
る
参
考
費
料
』
(
大
T
h

凶
年
刊
)
に
『
農
家
は
十
数
年
前
迄
は
主
と
し
て
自
給
肥
料
に
依
り
た
り
。

刈
敷
、

就
中
雑
草
、

人
糞
尿
及
堆
肥
等
は
共
の
主
要
友
る
も
の
友
り
し
が
‘
近
年
僧
林
開
雫
‘
入
台
地
の
整
現
及
第
賃
の
騰
貨
等
の
矯
に
是
等
の
採
取
は
漸

明
治
時
代
農
村
手
工
業
の
消
長

ノ、

七
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明
治
時
代
農
村
手
工
業
。
消
長

一
六
八

次
減
少
し
、
販
責
肥
料
の
消
費
額
は
頓
に
増
加
し
来
れ
り
』
(
一
O
頁
)
と
る
る
の
は
そ
の
一
端
で
あ
る
c

之
に
は
勿
論
草
位
面
積
蛍

り
の
収
穫
量
の
増
大
を
闘
ら
ん
が
た
め
の
所
謂
利
接
的
経
替
の
設
建
て
ふ
こ
と
そ
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ね
が
、
種
々
の
事
情
よ
り

し
て
科
皐
肥
料
の
割
安
た
る
こ
と
が
自
給
肥
料
を
衰
頚
せ
し
め
た
も
の
で
あ
ら
う
c

( 

) 

財
政
々
策

以
上
の
二
つ
の
原
闘
に
基
〈
農
村
手
工
業
の
衰
頚
は
、
商
品
生
産
に
於
け
る
競
争
の
法
則
の
作
用
せ
し
結

県
FT
あ
る
υ

然
る
V

い
に
の
法
則
の
作
附
を
待
た
中
し
て
、
政
ー
い
引
の
財
政
A

策
に
よ
っ
三
友
新
噌
る
も
の
が
め
ワ
た

G

そ
の
酌
型
的
た

る
も
の
は
清
酒
と
燦
草
と
で
あ
る
。
前
者
に
於
て
は
明
治
十
九
年
に
自
家
用
料
清
酒
の
醸
造
が
禁
ぜ
ら
れ
、
三
十
二
年
に
は
濁
沼
の

自
家
用
醸
造
も
禁
ぜ
ら
れ
た
。
由
来
自
家
用
料
酒
は
、
細
民
が
農
桑
の
辛
苦
を
欝
す
る
に
用
ふ
る
酒
類
の
負
権
を
除
か
ん
が
た
め
に

明
治
初
年
以
来
政
府
は
全
然
之
を
税
法
の
外
に
置
い
た
の
で
あ
る
が
、

一
般
酒
税
が
増
加
せ
ら
れ
取
締
が
巌
草
と
友
る
に
及
び
、
自

家
用
料
酒
の
醸
造
を
友
す
も
の
漸
く
多
く
、
矯
め
に
澗
岩
家
は
多
大
の
脅
威
を
感
や
る
に
至
り
、
酒
税
政
入
に
も
影
響
す
る
と
と
L

た
っ
た
L

め
、
政
府
は
先
づ
十
三
年
に
自
家
用
料
招
の
醸
造
を
一
ヶ
年
一
石
に
制
限
し
、
次
で
十
五
年
に
は
右
の
制
限
の
外
に
売
許

鑑
札
料
金
八
十
銭
を
徴
牧
す
る
こ
と
与
し
た
。
け
れ
ど
も
之
に
て
は
自
家
用
料
摘
の
醸
浩
を
抑
座
す
る
に
足
ら
や
、
十
九
年
に
は
白

家
用
料
油
製
造
者
は
六
十
九
高
二
千
徐
人
忙
上
り
、
問
醸
業
者
の
打
撃
少
友
か
ら
ざ
り
し
を
以
て
、
同
年
先
づ
自
家
用
料
清
摘
の
醸

治
を
禁
じ
た
の
で
る
る
。
例
し
濁
酒
の
醸
造
は
山
阿
佐
許
さ
れ
た
る
を
以
て
、
之
と
併
せ
て
清
酒
の
笥
醸
も
行
は
れ
、
而
も
之
を
た
す

も
の
は
相
首
資
産
あ
る
者
に
多
き
有
様
で
、
制
民
は
却
っ
て
重
き
遁
石
税
を
負
捨
す
る
現
象
を
生
じ
た
る
を
以
て
、
政
府
は
種
々
取

締
法
を
講
じ
た
が
、
結
局
三
十
二
年
に
歪
り
、
歳
入
増
加
を
闘
る
目
的
で
一
般
法
石
税
率
を
増
加
す
る
に
及
び
、

障
碍
と
な
る
べ
き
自
家
用
料
宿
醸
迭
の
特
典
を
全
然
一
年
は
ざ
る
べ
か
ら
さ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ふ
uc

そ
の
税
源
確
保
の

泊の項参!!HiFl本純梼史郎典 lSI 



之
と
並
ん
で
農
村
に
於
け
る
販
費
用
酒
の
醸
造
が
洞
碕
規
則
の
た
め
に
表
頒
し
た
特
例
が
る
る
。

「
興
業
意
見
」
嗣
岡
燃
の
僚
に

『
管
下
筑
後
地
方
農
家
に
於
て
は
、
農
時
に
営
り
酒
粕
を
醸
造
家
よ
り
賂
し
来
り
、
焼
酒
を
醸
造
し
、
之
を
妓
賀
し
て
以
℃
其
代
債

を
腕
ひ
、
共
糟
粕
を
肥
料
に
供
す
る
倹
例
あ
り
し
に
、
義
に
酒
造
偉
業
規
則
を
改
正
せ
ら
れ
、
共
多
額
の
税
金
を
貢
納
す
る
と
と
L

な
り
し
よ
り
、
農
民
製
肥
の
事
業
は
此
成
混
と
雨
立
す
る
こ
と
能
は
や
。
同
下
部
て
之
を
駿
す
る
事
と
は
な
れ
り
』
と
あ
る
の
が
そ

れ
で
あ
っ
て
、

同
書
に
は
引
続
き
、
農
民
は
糟
粕
に
代
る
べ
き
良
き
肥
料
を
購
求
す
る
能
は
ヂ
、

従
っ
て
米
質
粗
悪
の
弊
に
陥
っ
た

白
記
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

次
に
農
村
に
於
は
り
る
煙
車
の
裂
地
は
専
費
制
度
の
砕
立
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
っ
之
に
つ
き
近
藤
博
士
の
言
を
祷
る
に
日
く
、

進
煙
草
地
方
は
向
山
仲
間
作
及
製
法
が
詳
さ
れ
て
ゐ
た
頃
問
屋
を
中
心
と
す
る
設
展
を
見
せ
て
ゐ
た
。
地
方
に
よ
っ
て
は
農
民
口
問
屋

コf

巳
、
さ

c
ι
j
E
'
I
J
H
L
A
L
1
p
に

E

I

J

1

J

-

一
;

J

H一

y
f
r当
封
印
μ卦
問

ν
「われ
d
J
1
4
μ

地
方
に
よ
っ
て
は
自
ら
瞥
平
を
耕
作
す
る
と
共
に
自
ら
製
浩
し
、

且
つ
販
賓
の
矯
め
行

商
に
出
掛
け
、

小
商
人
的
乃
至
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
説
明
迷
の
肪
芽
を
示
し
た
地
方
も
あ
る
。
水
戸
、
秦
野
た
ど
の
地
方
的
都
市
に
有
名

な
問
屋
が
帯
民
生
し
た
と
共
に
、
山
村
に
於
て
耕
作
及
製
造
の
た
め
州
労
働
者
(
正
確
に
は
奉
公
人
)
を
雇
入
れ
、
機
械
・
器
具
の
新
式
を
買

こ
の
宇
農
・
半
工
・
学
商
の
山
村
か
ら
農
村
工
業
が
奪
は
れ
、
純
粋
た
農
村
と
し

で
留
っ
た
後
に
於
て
、
昔
日
の
段
娠
は
最
早
や
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
」
と
。

入
れ
て
製
造
が
行
は
れ
、
を
と
に
段
娠
を
み
た
。

以
上
、
維
新
後
に
於
て
表
鋭
し
若
し
く
は
表
頒
傾
向
を
示
せ
る
若
干
の
農
村
手
工
業
を
そ
の
原
因
に
就
て
説
明
し
た
。

そ
の
原
因

は
要
す
る
に
制
度
の
建
卒
と
商
品
生
産
に
於
け
る
競
守
の
法
則
の
作
用
と
で
あ
っ
た
。
而
し
て
同
一
の
手
工
業
に
於
て
も
、
地
域
的
忙

事
情
を
異
に
せ
る
揚
合
が
多
一
〈
、

一
地
方
に
於
て
衰
額
せ
る
も
の
が
他
地
方
に
於
て
は
向
ほ
存
績
し
ま
た
は
護
展
せ
る
も
の
も
少
〈

明
治
時
代
農
村
手
工
業
の
消
長

一
六
九

「
先

「明治前期財政総務史料集成上第20を・ 204百
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明
治
時
代
農
村
手
工
業
の
消
長

一
七
Q

な
い
。
ま
た
手
工
業
に
よ
勺
て
は
工
程
の
一
部
分
を
奪
は
れ
し
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
も
存
す
る
こ
と
例
へ
ば
あ
る
地
方
の
綿
織
物
業
の

如
〈
で
あ
る
。
此
等
に
就
て
は
次
項
に
漣
べ
る
が
、
要
す
る
に
以
上
の
如
き
農
村
手
工
業
の
衰
額
は
、
種
々
の
意
味
に
於
で
農
」
家
経

品
門
の
自
給
自
足
鑓
制
の
崩
壊
、
従
っ
て
そ
の
商
品
経
済
化
の
設
展
を
物
語
る
も
の
で
あ
ら
う
。

農
村
手
工
業
の
趣
質

以
上
の
如
く
、
徳
川
時
代
に
存
せ
し
農
村
手
工
業
は
、
維
新
以
後
、
或
も
の
は
品
川
ど
表
頚
し
或
も
の
は
著
し
き
衰
額
傾
向
を
示
し

た
。
然
ら
ば
之
に
よ
っ
て
農
家
経
済
に
於
け
る
手
工
的
要
素
は
漸
攻
脱
落
し
、
農
村
は
全
般
的
に
純
粋
左
農
村
と
し
て
留
る
と
止
に

友
ワ
た
か
と
い
ふ
に
、
必
や
し
も
さ
う
で
は
な
い
。
蓋
し
そ
こ
に
は
未
だ
衰
額
せ
ざ
る
手
工
業
も
向
ほ
多
く
存
す
る
上
に
、
維
新
以

後
新
た
に
興
へ
ら
れ
叉
は
俄
か
に
焚
展
せ
る
手
工
業
も
少
く
h

な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
和
紙
・
木
蝋
の
制
点
活
及
或
種
の
織
物
業
の

如
き
は
、
地
域
的
に
は
大
左
る
表
問
加
を
一
不
さ
や
し
て
存
続
し
て
ゐ
る
手
工
業
で
あ
る
。
務
担
肝
細
工
・
経
木
制
工
の
如
き
或
は
製
茶
業

の
如
き
は
開
港
後
俄
か
に
設
展
せ
る
手
工
業
で
あ
り
、
バ
テ
ン
レ

l
ス
・
ド
ロ
ン
ウ
オ
ー
ク
等
の
手
工
等
は
維
新
後
新
た
に
興
へ
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
農
村
を
一
慢
と
し
て
見
る
揚
合
、
農
家
経
済
に
於
け
る
手
工
的
安
素
が
維
新
前
に
比
し
て
少
〈
な
り
た

か
多
く
友
っ
た
か
は
俄
か
に
断
定
し
得
ざ
る
と
と
ろ
で
②
っ
て
、
税
方
に
よ
っ
て
は
却
っ
て
柄
加
し
た
と
も
考
へ
得
る
で
あ
ら
う
。

そ
の
一
端
は
後
述
の
専
業
農
家
に
針
す
る
品
就
業
農
家
戸
数
の
相
劃
的
増
加
に
よ
っ
て
窺
は
れ
る
。

併
し
乍
ら
そ
こ
に
は
憾
川
時
代
に
比
し
て
著
し
き
務
質
が
見
ら
れ
た
c

而
し
で
そ
れ
は
手
工
業
が
収
料
生
産
か
ら
匙
雛
し
、
其
結

回
明
手
工
業
が
漸
次
小
農
の
手
を
離
れ
る
と
か
、
賃
仕
事
化
す
る
と
か
種
々
の
現
象
が
見
ら
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
、
手
工
業
が
地
域
的



に
持
化
す
る
傾
向
を
示
せ
る
こ
と
の
二
貼
に
於
て
窺
ふ
こ
と
が
出
来
る

G

(
f
)
 
照
州
門
生
産
か
ら
の
遊
離

農
商
務
省
農
務
局
の
「
農
家
副
業
に
闘
す
る
調
査
二
大
正
元
年
刊
)
を
見
る
に
、
第
六
節
製
造

工
惑
の
冒
頭
に
一
「
我
園
の
農
家
が
刷
業
と
し
て
行
へ
る
製
造
工
誕
の
種
類
は
腐
る
多
き
も
、
一
光
来
農
業
経
替
の
規
模
小
友
る
結
果
と

し
て
、
共
の
原
料
は
大
部
分
之
を
自
己
の
生
産
以
外
に
仰
ぎ
、
自
己
の
農
場
に
於
て
生
産
し
た
る
原
料
の
み
に
依
る
も
の
は
寧
ら
少

し
左
す
」
(
一
一
三
頁
)
と
あ
る
。
而
し
て
同
書
は
農
村
手
工
業
を
製
造
と
工
婆
と
に
分
説
し
て
ゐ
る
が
、
所
謂
製
迭
に
聞
し
て
は
主
要

な
る
も
の
と
し
て
製
茶
・
製
紙
・
製
粉
・
精
穀
・
澱
粉
製
造
・
素
麺
製
造
・
凍
豆
腐
製
造
・
寒
天
製
造
を
事
げ
、

『
是
等
の
製
造
は

製
茶
を
除
〈
の
川
汁
概
ね
共
の
原
料
の
犬
部
八
刀
を
他
に
仰
ぎ
、
且
相
営
の
製
造
叉
ほ
加
工
の
一
設
備
を
必
要
と
す
る
を
以
て
、
比
較
的
多

舗
の
資
本
hr
一
要
ず
。

従
っ
て
況
に
中
流
以
上
の
込
次
に
於
て
刷
業
と
し
て
探
用
せ
ら
や
k
欣
沈
没
り
」
〈
…
…
一
一
二
一
見
〉
と
説
明
し
て
ゐ

る
。
子
工
業
が
原
料
生
著
か
ら
遊
離
し
て
且
つ
比
較
的
多
額
の
資
本
を
要
す
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
如
何
友
る
傾
向
を
示
す
も
の
で
あ

る
か
。
上
掲
の
諸
工
業
中
製
祇
業
に
闘
し
て
『
和
紙
の
製
造
も
農
家
の
副
業
と
し
で
共
の
原
料
た
る
椿
・
三
極
等
の
生
産
多
き
地
方

に
行
は
れ
つ
t
h

あ
り
。
明
治
四
十
三
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
此
の
製
造
戸
数
は
十
年
前
に
比
し
一
高
三
千
徐
戸
を
減
じ
て
五
高
四
千

九
百
戸
と
な
り
し
も
、
共
の
生
産
額
は
数
量
に
於
て
も
憤
額
に
於
て
も
増
加
し
て
、
憤
頒
合
計
一
千
九
宵
七
卜
八
闘
に
達
し
、
共
の

輸
出
額
も
漸
次
増
加
せ
り
』
(
=
三
頁
)
と
あ
る
が
如
〈
、

一
方
に
は
従
業
農
家
の
減
少
傾
向
を
、
従
っ
て
他
方
に
は
商
品
生
産
の
繍

大
化
傾
向
を
一
不
ナ
も
の
ム
」
い
は
ね
ば
友
ら
ぬ
。
而
し
て
と
の
際
手
工
業
を
離
れ
た
農
家
は
、
原
料
生
産
に
力
を
注
ぐ
か
他
の
手
工
業

を
求
む
る
が
せ
ぎ
る
を
得
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
従
来
日
家
に
於
て
生
産
せ
し
製
品
を
改
め
て
商
品
と
し
て
購
入
し

な
け
れ
ば
友
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

明
治
時
代
農
村
手
工
業
白
消
長

七



明
治
時
代
農
村
手
工
業
の
消
長

七

更
に
前
掲
害
は
エ
嬰
の
主
要
左
る
も
の
と
し
て
藁
細
工
・
商
細
工
・
委
枠
制
工
・
粧
木
釧
工
・
竹
細
工
・
杷
柳
細
工
・
木
通
蔓
制

工
・
機
織
・
ド
ロ
ン
ウ
オ
ー
ク
・
パ
テ
ン
レ

1
ス
を
摩
げ
、
前
と
同
犠
に
『
円
疋
等
の
内
業
細
工
・
街
細
工
・
杷
柳
制
工
を
除
き
で
は

概
か
共
の
材
料
の
供
給
を
他
に
求
む
る
を
常
と
す
。
而
し
て
此
の
材
料
の
供
給
を
他
に
受
〈
る
方
法
に
二
種
の
別
あ
り
。

一
つ
は
所

謂
賃
仕
事
に
属
ず
る
も
の
に
し
て
、
問
屋
又
は
仲
維
業
者
の
注
文
に
依
り
、
共
の
一
供
給
す
る
材
料
に
付
債
を
左
め
て
加
工
し
、

以
て

崎
町
貨
な
得
る
に
必
り
。
他
の
一
つ
は
'
日
米
経
M
W
に
鳩
し
、
自
己
の
資
本
位
以
て
際
料
注
目
民
入
れ
、
加
Ai
し
て
版
資
す
る
に
あ
り
の
政

闘
の
農
家
の
行
ふ
と
乙
ろ
一
は
概
ね
前
者
に
麗
し
、
農
家
は
共
れ
に
依
り
て
唯
持
賃
を
得
ん
こ
と
を
期
す
る
の
み
』
(
三
五
頁
)
と
説
明

し
て
ゐ
る
。
原
料
を
向
給
す
る
工
翠
の
う
ち
例
へ
ば
成
品
防
相
の
商
細
工
を
現
地
に
就
て
見
る
に
、
そ
れ
は
今
日
に
於
て
も
街
ほ
農
家

に
於
て
主
と
し
て
潤
立
の
手
工
業
と
し
て
行
は
れ
、
生
産
過
程
に
射
す
る
商
人
の
闘
興
は
殆
ど
見
ら
れ
た
い
。
か
L

る
批
恥
態
を
考
慮

し
て
上
の
説
明
を
信
や
る
友
ら
は
、
農
村
に
於
け
る
所
謂
工
惑
は
そ
の
大
部
分
が
明
治
末
年
に
は
既
に
原
料
生
産
か
ら
遊
離
し
、
そ

の
従
事
者
の
多
く
は
問
屋
制
家
内
工
業
に
於
け
る
賃
労
働
者
に
化
し
た
と
と
を
想
像
し
得
る
の
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
徳
川
時
代
以
来
最
も
重
要
た
農
村
手
工
業
た
り
し
級
物
業
が
、
維
新
前
後
洋
紡
の
輸
入
に
よ
っ
て
斯
く
の
如
き
傾
向
を

示
し
つ

L
あ
っ
た
こ
左
前
に
述
ぺ
し
が
如
〈
で
あ
る
。
共
後
輸
入
綿
綜
と
機
械
紡
績
業
の
勃
興
と
に
よ
っ
て
、
農
村
に
於
け
る
手
紡

綿
業
が
殆
ど
全
く
跡
h
q」
絶
つ
に
至
っ
た
こ
と
も
前
法
の
如
く
で
る
る
が
、
共
後
も
存
績
せ
る
農
村
機
業
は
原
料
の
供
給
及
び
製
品
の

販
賓
の
隔
過
程
を
通
ビ
て
商
業
資
本
家
の
支
配
を
受
〈
る
に
至
。
た
も
の
で
る
っ
て
、
例
へ
ば
河
内
木
綿
の
生
産
に
於
て
は
明
治
十

五
年
前
後
に
か
L
る
紙
態
が
現
は
仏
、
久
留
米
緋
の
生
産
も
同
様
に
大
部
分
農
家
婦
女
子
の
刷
業
に
よ
る
賃
仕
事
に
化
し
た
も
の

L

如
く
で
あ
る
。
前
掲
の
「
農
家
副
業
に
闘
す
る
調
査
-
に
も
、
明
治
四
十
=
一
年
の
機
業
戸
数
・
臓
工
数
・
機
数
を
工
場
・
家
内
工
業
・
縦

伝子、前三fi，j" Iま服部之総
:)...:..g亙「舟誌」第二編 277-81''(参.~({
農前J務省工務局「織物及英大小に闘するlilM査J.1901'( 
郎共有明治染織程前史」参1m

12 ) 



一
花
・
賃
織
業
に
八
刀
っ
て
掲
げ
、
「
右
の
内
庁
沢
内
工
業
の
一
部
及
賃
織
業
の
殆
ん
ど
全
部
は
‘
農
家
の
副
業
と
し
て
見
る
を
得
べ
く
、
限

に
賃
織
業
の
全
部
主
選
、
交
の
刷
業
と
し
て
行
は
る
L

も
の
と
せ
ば
、

北
、
の
峨
工
数
及
機
数
は
共
に
全
般
工
数
及
会
機
教
の
五
割
に
首

れ
り
て
凶
一
一
良
)
と
あ
る

3

之
に
よ
っ
て
明
治
末
年
に
は
向
ほ
織
布
業
が
有
力
在
る
農
村
手
工
業
た
り
し
こ
と
を
筑
ふ
こ
と
が
出
来

る
が
、
同
時
に
孜
々
は
そ
の
従
業
農
家
が
既
に
大
な
る
程
度
に
於
て
溺
立
子
工
業
者
た
る
の
地
位
を
失
ひ
っ

tFあ
っ
た
と
と
を
知
る

の
で
あ
る
。

以
上
に
上
っ
て
我
々
は
、

一
方
に
於
て
、
資
本
主
義
経
済
の
帯
以
遠
に
よ
っ
て
農
村
は
そ
の
手
工
業
を
全
然
夫
っ
た
の
で
は
友
く
、

従
っ
て
純
粋
な
る
農
村
に
左
っ
た
の
で
は
左
く
て
、
除
利
同
月
働
を
賃
日
労
働
の
形
に
於
て
農
村
自
慢
で
牧
谷
化
し
て
ゐ
る
の
を
知
る
と

と
が
出
来
る
が
、
他
方
に
於
て
、
山
氏
村
子
工
業
は
自
家
用
品
の
生
産
か
ら
遠
去
か
り
、
或
る
場
合
に
は
自
家
需
要
に
は
全
く
関
係
な

き
製
品
を
生
産
す
る
比
五
っ
た
と
と
、
娘
一
て
一
目
す
れ
ば
自
家
間
川
口
町
は
法
4
4
叉
は
賃
仕
事
に
よ
る
貨
幣
般
入
に
よ
っ
て
之
を
似
よ
じ
腕
民

し
友
け
れ
ば
な
ら
左
く
な
っ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

と
の
後
の
事
柄
は
前
の
所
謂
製
造
が
小
農
の
手
を
離
れ
て
中
長
以
上
の
農

家
に
よ
っ
て
皆
、
ま
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
L

並
ん
で
、
農
家
経
済
の
商
品
経
済
化
傾
向
の
務
展
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

(

ロ

)

地
域
的
特
化

前
に
遁
べ
し
が
如
〈
、

徳
川
時
代
に
於
て
は
あ
ら
ゆ
る
農
村
手
工
業
は
殆
ど
全
国
的
に
行
は
れ
て
ゐ

た
。
之
に
は
自
給
自
足
を
立
前
と
す
る
農
村
経
済
の
惇
統
が
強
く
茂
作
し
て
ゐ
た
こ
と
、
交
通
並
に
商
品
取
引
機
関
が
整
備
せ
中
、

従
ヲ
て
財
貨
の
配
給
が
闘
滑
に
行
は
れ
雑
か
り
し
こ
と
、
生
産
技
術
が
平
均
し
て
ゐ
て
商
品
生
産
に
於
け
る
競
争
の
法
則
の
作
用
が

緩
漫
な
り
し
こ
と
・
等
の
経
済
的
事
情
の
外
に
、
諸
説
砕
が
能
ふ
限
り
自
給
自
足
の
経
済
を
途
行
ぜ
ん
と
し
て
産
業
政
策
を
強
行
し
た

政
治
的
事
情
も
存
し
た
。
然
る
に
維
新
後
か
h
h

る
事
情
は
薄
弱
と
な
り
又
は
八
千
然
消
ー
放
し
、
農
村
手
工
業
に
於
て
は
全
図
的
規
模
に

明
治
時
代
農
村
手
工
業
の
消
長

七



明
治
時
代
農
村
手
工
業
の
消
長

士;
四

於
て
競
争
の
法
則
が
強
く
作
用
す
る
と
と
L

左
っ
た
c

そ
の
重
要
た
一
つ
の
結
果
が
此
底
に
述
ぺ
る
長
村
手
工
業
の
地
域
的
特
化
の

傾
向
で
あ
る
。

之
を
二
三
の
手
工
業
に
就
て
見
る
に
、
例
へ
ば
和
紙
は
明
治
二
十
年
に
於
て
十
高
回
以
上
の
産
額
を
牢
げ
た
も
の
は
兵
庫
命
長
崎
。

埼
玉
・
一
二
章
一
・
静
岡
・
岐
阜
・
長
野
・
島
根
・
民
自
ω
・
山
口
・
徳
島
・
愛
媛
・
高
知
圃
耐
岡
崎
佐
賀
の
十
瓦
鰐
る
打
、

脳
間
服
は
コ
一
十
嵐
闘
飴
巾
高
知
昭
は
六
十
五
高
間
近
く
を
産
し
た
。
然
る
に
明
治
末
十
r

に

}

3

1

主;一

J

，
す
肝
ピ
ト
イ
・

長
野
a

変
叫
粧
の
一
一
)
燃
は
二
十
両
凶
以
上

在
る
と
兵
庫
・
長
崎
・
徳
島
諸
鯨
の
製
紙
業
は
著
し
く
表
頚
し
、
和
紙
の
生
産
は
高
知
・
岐
阜
・
隔
岡
・
愛
媛
等
の
訪
問
柿
に
集
中
傾

向
を
示
し
た
こ
と
が
諸
種
の
事
情
に
よ
っ
て
窺
は
れ
る
。
ま
た
砂
糖
は
明
治
二
十
二
年
に
は
香
川
麻
の
三
百
九
十
高
闘
を
筆
頭
に
、

鹿
児
島
鯨
の
三
一
白
二
十
寓
闘
、
徳
島
燃
の
百
六
十
高
閥
、
熊
本
線
の
百
二
十
瓦
寓
闘
之
に
次
ぎ
、
ま
た
砂
糖
を
摩
ナ
る
も
の
会
同
二

十
九
府
燃
を
算
へ
た
が
、
明
治
末
年
に
怠
る
と
そ
れ
は
九
州
南
部
及
高
知
燃
に
集
中
す
る
こ
と
L
な
O
た
。
此
外
藍
玉
の
生
臨
時
一
が
明

治
末
年
に
は
殆
ど
徳
島
一
服
に
集
中
し
た
る
が
如
き
、
本
般
の
生
産
が
開
問
・
大
-
分
・
佐
賀
・
愛
媛
の
四
抑
制
に
集
中
し
た
る
が
如
き

事
例
を
捧
げ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
木
綿
織
物
の
如
き
も
久
留
米
共
他
各
地
の
特
産
物
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
の
で
る
る
。

斯
〈
の
如
き
集
中
化
傾
向
は
同
時
に
専
業
化
傾
向
を
件
っ
た
揚
合
が
少
〈
左
い
。
例
へ
ば
相
生
・
足
利
地
方
の
織
物
業
は
ジ
ヤ
カ

ー
ド
・
パ
ツ
タ
ン
の
普
及
に
件
ひ
、
賃
織
業
さ
へ
専
業
化
す
る
に
至
り
、
ま
た
鹿
児
島
牒
の
糖
業
.
耐
岡
臓
の
木
蝋
製
造
業
の
如
き
は

前
掲
の
「
農
家
副
業
に
関
す
る
調
査
」
に
は
副
主
と
し
て
掲
出
せ
ら
れ
て
ゐ
た
い
c

か
〈
の
如
き
は
農
家
の
手
工
業
か
ら
の
遊
離
・
従

っ
て
農
村
手
工
業
の
衰
頚
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
殊
に
後
の
揚
合
に
は
農
家
が
原
料
生
産
を
継
続
し
乍
ら
加
工
過
程
を
離
れ
た
こ

と
、
例
へ
ば
製
紙
業
に
於
て
農
家
が
車
た
る
繭
の
生
産
者
と
化
し
た
の
と
同
一
の
過
程
を
辿
っ
た
こ
と
を
鋭
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
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I 

以
上
の
如
〈
千
工
業
が
農
村
に
於
て
行
は
れ
つ

h

弘
前
ほ
地
域
的
集
中
化
傾
向
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
商
品
生
産
化
が
深
化
し

た
と
と
を
一
不
す
も
の
で
あ
り
、
特
に
集

m化
傾
向
が
同
時
に
専
業
化
傾
向
を
一
不
ず
場
合
に
は
、
深
化
が
一
厨
著
し
き
を
物
語
る
も
の

で
あ
る
と

四

結

モ五
Ut1 

以
上
倒
め
て
乏
し
き
資
料
を
以
て
、
明
治
時
代
の
農
村
手
工
業
の
消
長
を
概
観
し
た
。
小
論
の
目
的
と
し
た
と
こ
ろ
は
農
村
経
桝

の
商
品
経
済
化
の
一
端
を
窺
は

ιと
す
る
に
あ
り
、
従
っ
て
見
方
も
一
国
的
友
る
を
売
れ
な
か
っ
た

J

併
し
乍
ら
こ
の
問
題
に
闘
す

る
限
り
一
際
の
結
論
佐
川
ヰ
出
ヱ
山
刊
す
と
と
は
、

食
山
刷
な
る
資
料
に
採
り
し
に
も
拘
ら

Jr
、
.~ø・

し
も
不
設
で
は
授
か
ら
う
と
山
山
は
れ

る。
第
一
に
述
ぶ
べ
き
は
、
明
治
時
代
の
農
村
子
工
業
は
徳
川
時
代
に
於
け
る
と
は
比
較
に
左
ら
ね
程
商
品
経
済
に
於
け
る
競
争
の
法

則
の
作
用
に
曝
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
で
る
る
。
そ
の
競
争
は
輸
入
商
品
と
の
問
に
於
て
、
我
闘
の
機
械
生
産
物
と
の
間
に
於
て
、

ま
た
農
村
手
工
業
品
相
互
の
間
に
於
て
行
は
れ
、
競
争
の
作
別
を
後
現
せ
し
め
た
も
の
は
外
岡
貿
易
の
開
始
、
粧
済
制
度
の
幾
革
、

資
本
家
的
産
業
の
育
成
、
交
通
機
闘
の
護
達
、
配
給
組
織
の
整
備
等
の
諸
事
情
で
あ
っ
た
。
而
し
て
そ
の
作
用
は
諸
種
の
方
面
に
現

は
れ
た
が
、
重
要
在
る
は
、
或
種
の
也
氏
村
手
工
業
が
衰
頚
せ
る
と
と
並
に
他
の
種
の
手
工
業
は
農
家
の
白
給
粧
品
何
の
一
翼
た
る
性
質

bz
失
っ
て
商
品
生
産
を
第
一
義
的
と
す
る
に
至
っ
た
と
と
で
あ
る
。
こ
の
後
の
艇
は
手
工
業
の
特
定
の
農
家
へ
の
集
中
又
は
特
定
の

地
域
へ
の
集
中
の
傾
向
を
仲
っ
た

3

何
れ
に
し
て
も
競
争
の
法
則
の
作
用
の
結
果
、
営
該
手
工
業
に
閲
す
る
限
り
、

多
く
の
農
家
は

明
治
時
代
農
村
手
工
業
の
消
長

一
七
五



明
治
時
代
農
村
手
工
業
の
消
長

一
七
六

か
つ
て
自
ら
生
産
せ
る
も
の
を
今
や
購
入
し
な
け
れ
ば
た
ら
ね
立
揚
に
立
つ
こ
と
L
な
っ
た
。

第
二
に
述
ぶ
べ
き
は
賃
仕
事
的
手
工
業
の
都
民
連
で
あ
る
。
以
と
の
如
〈
徳
川
時
代
以
来
存
せ
し
手
工
業
は
給
劉
的
或
は
相
羽
的
に

表
頒
し
た
が
、
農
村
手
工
業
金
鰐
と
し
て
は
必
十
し
も
徳
川
時
代
に
比
し
て
量
的
に
衰
へ
た
わ
け
で
は
友
か
っ
た
。
蓋
し
維
新
後
新

た
に
興
へ
ら
れ
又
は
国
外
よ
り
の
需
要
に
よ
っ
て
俄
か
に
隆
回
目
を
来
せ
し
も
の
も
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
そ
れ
が
般
に

商
品
生
産
化
し
、
或
揚
ム
口
に
は
原
料
の
生
溶
か
ら
遊
離
し
た
以
上
、
そ
れ
は
商
人
の
支
配
下
に
於
て
行
は
れ
中
じ
る
を
符
中
、
或
刊
朝
合

に
は
座
繰
製
紙
に
於
け
る
が
如
〈
、
自
ら
原
料
た
る
繭
を
生
産
し
乍
ら
座
繰
の
賃
弁
働
を
友
さ
ね
ば
な
ら
ね
が
如
き
場
合
も
生
じ
た

の
で
あ
る
。
此
等
の
加
工
業
に
は
パ
テ
ン
レ
l
ス
・
ド
ロ
ン
ウ
オ
ー
ク
等
の
純
輪
出
向
商
品
に
於
け
る
が
如
く
、
自
家
需
要
に
殆
ど

関
係
な
き
も
の
も
あ
っ
た
が
、
併
し
自
家
需
要
日
間
左
る
に
も
拘
ら
や
勝
手
に
消
費
を
許
さ
れ
た
い
も
の
も
多
か
っ
た
。
何
れ
に
し
て

も
農
家
は
か
L

る
手
工
業
に
よ
っ
て
些
か
の
加
工
賃
を
奥
へ
ら
れ
、
之
を
自
家
用
品
購
入
費
川
の
一
部
に
宛
て
る
こ
と
に
左
っ
た
の

で
あ
る
。

第
三
は
徳
川
時
代
に
比
し
て
純
粋
農
家
戸
数
が
絶
釘
的
に
も
相
射
的
に
も
増
加
し
た
で
あ
ら
う
こ
と
で
あ
る
。
統
計
書
に
よ
れ
ば

明
治
十
七
年
に
於
け
る
専
業
農
家
戸
数
は
線
農
一
次
戸
数
の
七
六
・
七
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
(
三
府
二
十
六
燃
の
調
査
)
、
同
十
二
年
に
は

此
割
合
は
六
八
・
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
念
。
て
居
れ
川
、

犬
健
に
於
て
専
業
農
家
戸
数
の
相
劉
的
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、

そ
れ
に

も
拘
ら
や
こ
の
割
合
は
前
時
代
に
比
し
て
甚
だ
大
き
い
や
う
に
忠
は
れ
る
。
恐
ら
く
右
の
調
査
に
於
で
は
蚕
鑑
業
を
専
管
叉
は
粂
A
A

す
る
農
家
は
専
業
農
家
と
し
て
計
上
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
L
忠
は
れ
る
。
併
し
乍
ら
養
輩
農
家
が
専
業
農
家
と
し
て
計
上
せ
ら
れ
て

ゐ
る
こ
と
そ
れ
自
身
は
、
養
猿
業
と
制
高
村
脚
業
と
の
分
離
を
一
不
ナ
以
外
の
何
物
で
も
た
い
。
開
港
以
来
生
判
明
輸
出
の
増
加
に
よ
っ
て
、
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農
家
は
養
議
集
と
い
ふ
有
力
な
る
刷
業
を
得
た

3

之
に
よ
っ
て
農
村
手
工
業
及
び
或
種
の
特
用
農
産
物
の
衰
類
に
上
る
打
壌
を
補
ふ

こ
と
が
出
来
、
進
ん
で
は
共
等
の
経
営
を
掲
棄
し
て
桑
の
栽
培
、
議
の
飼
育
に
移
っ
た
。

か
〈
て
養
智
融
業
は
会
図
津
々
浦
々
に
ま
で

行
は
れ
、
同
時
に
養
琵
農
家
は
事
業
農
家
に
計
上
せ
ら
る
L

に
至
っ
た
。
而
し
て
之
を
専
業
農
家
と
見
る
限
り
に
於
で
そ
れ
は
純
粋

農
家
戸
数
の
絶
針
的
及
び
相
針
的
増
加
と
し
て
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
統
計
書
に
見
ゆ
る
事
業
農
家
戸
数
の
相
針
的
減
少
傾
向
は

徳
川
時
代
に
於
け
る
と
は
濯
っ
た
意
味
で
の
業
業
農
家
の
漸
次
的
増
加
を
一
不
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
と
瓜
は
れ
る
。
何
れ
に
し
て
も

明
治
時
代
に
事
業
農
家
戸
数
が
七

O
パ
ー
セ
ン
ト
内
外
を
占
め
て
ゐ
る
こ
と
は
、

一
面
に
於
て
農
と
工
と
の
枇
曾
的
八
万
業
が
大
と
な

っ
た
こ
と
、
従
っ
て
農
付
経
済
の
商
品
経
済
化
が
穎
著
と
在
っ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
之
は
必
や
し
も
専
業
農
家
の
み
の

事
柄
で
は
な
い
が
、
農
家
の
過
刺
持
働
力
は
都
市
的
産
業
に
於
て
賃
弁
働
化
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
亦
前
述
の
農
村
民
於
け
る
加
工
業
と

日
川
様
に
必
要
工
業
製
品
を
購
買
す
る
資
に
定
て
ら
れ
る
の
む
あ
る
。

以
上
要
す
る
に
、
徳
川
時
代
成
汎
に
存
せ
し
農
村
手
工
業
は
維
新
後
多
大
の
質
的
後
化
を
由
来
り
、

か
つ
て
自
給
経
怖
の
一
翼
た
り

し
も
の
が
漸
次
副
業
的
手
工
業
に
特
化
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
農
村
経
済
は
著
し
く
商
品
経
消
化
し
、
農
村
努
働
力
の
近
代
工
業
陀
於

け
る
賃
持
働
化
の
設
展
と
相
倹
っ
て
、
資
本
主
義
経
済
と
の
聯
繋
を
錠
々
緊
密
に
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
時
間
的
段
階
に
就
て
は
未

だ
之
を
詳
か
に
す
る
を
得
占
泣
い
が
、
材
料
の
集
る
の
を
待
。
て
詳
細
に
検
討
を
加
へ
た
い
と
思
ふ
。

明
治
時
代
農
村
手
工
業
の
消
長

一
七
七


